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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 5,741 11.2 22 － 32 － 10 －

2026年３月期第１四半期 5,161 △8.7 △89 － △64 － △72 －

（注）包括利益 2027年３月期第１四半期 47百万円（－％） 2026年３月期第１四半期 △69百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 0.34 －

2026年３月期第１四半期 △2.40 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2027年３月期第１四半期 23,016 10,144 43.9 334.76

2026年３月期 24,561 10,489 42.6 346.20

（参考）自己資本 2027年３月期第１四半期 10,112百万円 2026年３月期 10,458百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 0.00 － 13.00 13.00

2027年３月期 －

2027年３月期（予想） 0.00 － 12.00 12.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,000 △1.6 603 0.7 600 1.4 159 － 5.29

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）



（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期１Ｑ 31,256,600株 2026年３月期 31,256,600株

②  期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 1,048,528株 2026年３月期 1,048,528株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 30,208,072株 2026年３月期１Ｑ 30,208,072株

※  注記事項

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

決算補足説明資料はTDnetで同日開示しております。
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（単位：百万円）

2025年度

第１四半期

2026年度

第１四半期
差 異

セグメント利益 △41 48 +89

変更前 △1 95 +96

研究開発部門の人件費・経費 △40 △46 △6

１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や企業収益の底堅さ、設備投資の持ち直

し等を背景に、景気の緩やかな回復基調が続きました。世界経済においては、米国は底堅く推移したものの、中国・

欧州では減速傾向が続きました。一方、今後の景気の先行きについては、中東情勢の悪化に伴う原油価格の上昇や供

給網への影響、原材料価格及びエネルギー価格の高止まり等が、景気の下押し要因となることが懸念されておりま

す。加えて、為替相場の変動や米国の通商政策の動向、中国経済の減速等、国内外経済を取り巻く不確実性は依然と

して高く、引き続き不透明な状況にあります。

　当社グループと関係の深い建築・土木市場においては、2025年６月に策定された「国土強靱化実施中期計画」等を

背景に公共投資が底堅く推移するとともに、大型都市開発を中心とした民間建築需要も良好に推移しました。一方

で、エネルギー価格や資材価格の高止まりに加え、労務費の上昇や建設現場における技術者・技能労働者不足が継続

しており、建設業界を取り巻く事業環境は依然として厳しい状況が続いております。

　このような状況のもと、当社グループは新たに策定した「中期経営計画2030」に基づき、既存事業の収益力強化と

新規事業の創出による持続的な成長の実現に向けた取り組みを進めております。既存事業においては、将来のあるべ

き姿から逆算した各種施策を着実に推進するとともに、生産・調達・販売が一体となった事業運営の強化により収益

構造の改善と収益力の向上を図っております。また、新規事業においては、社会課題の解決に資する事業の創出に向

けた取り組みを推進し、新たな収益基盤の確立に向けた事業開発および戦略的投資を進めております。さらに、原材

料価格や労務費の上昇に対しては、調達の最適化や生産性向上に取り組むとともに、販売価格への適切な転嫁を進め

ることで収益の確保に努めております。これらの取り組みにより、持続的な成長と企業価値の向上を図ってまいりま

す。

　当第１四半期連結累計期間は、建設用資機材の製造・販売事業において国内外の大型物件が寄与したことに加え、

建築用資材の製造・販売事業の鉄骨工事分野において工事進捗が順調に推移した結果、売上高は57億41百万円（前年

同期比11.2％増）となりました。

　利益面では、建設コンサルタント事業及び補修・補強工事業において利益率の低下等による影響があったほか、販

管費が増加したものの、建設用資機材の製造・販売事業及び建築用資材の製造・販売事業の鉄骨工事分野における増

収効果により、営業利益22百万円（前年同期は89百万円の営業損失）、経常利益32百万円（前年同期は64百万円の経

常損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益10百万円（前年同期は72百万円の親会社株主に帰属する四半期純損

失）となりました。

　セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

(建設用資機材の製造・販売事業)

　この事業では、「国土強靱化実施中期計画」等を背景に、橋梁更新工事や豪雨災害などの対策工事が進められてお

ります。

　そのようななか、当第１四半期連結累計期間におきましては、国内外における大型案件の売上計上が寄与したこと

等により、売上高は増加しました。利益面では、成長投資における人件費・経費が増加したものの、増収に伴う売上

総利益の増加分が上回り、収益性が改善しました。

この結果、この事業の売上高は23億86百万円（前年同期比7.1％増）、営業利益48百万円（前年同期は41百万円の

営業損失）となりました。

なお、前連結会計年度までに研究開発部門の人件費・経費として組み入れていた一部費用を当第１四半期連結会計

期間より、建設用資機材の製造・販売事業に組み替えました。それによりセグメント利益は以下のように変更いたし

ました。
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(建築用資材の製造・販売事業)

　この事業では、都市部を中心とした再開発や大型物流施設、工場建設需要に下支えされる一方で、地方においては

人口減少や既存ストックの有効活用志向から再開発、新築需要は限定的となっております。

　当第１四半期連結累計期間におきましては、建築金物分野で工期延長、工事量の減少による影響があったものの、

鉄骨工事分野において前連結会計年度からの繰越案件が寄与したことにより大幅増収となりました。利益について

は、建築金物分野において減収要因によって減益となったものの、鉄骨工事分野における増収効果でカバーし、事業

全体では増益となりました。

　この結果、この事業の売上高は26億68百万円（前年同期比17.7％増）、営業利益１億42百万円（前年同期比4.4％

増）となりました。

(建設コンサルタント事業)

　この事業では、アフリカ諸国をはじめ、アジア圏・大洋州地域等の各国において、道路・橋梁建設や設備機材整備

等のプロジェクトに関わるコンサルタント事業を展開しております。特にフランス語圏のアフリカ諸国では強みをも

っており、数多くの実績を残してきております。また、新規分野として国内外におけるBIM/CIM関連技術を活用した

業務への参画を進めております。

　当第１四半期連結累計期間におきましては、期初受注案件の着実な消化により増収となった一方、利益率の高い案

件が前連結会計年度までに終了したことにより、減益となりました。

　この結果、この事業の売上高は２億21百万円（前年同期比6.6％増）、営業利益０百万円（前年同期比98.6％減）

となりました。

(補修・補強工事業)

　この事業では、社会インフラ老朽化対策における橋梁、トンネルの補修・補強工事を推し進めております。国土強

靱化対策等が進捗しており、需要は引続き良好に推移しております。

　当第１四半期連結累計期間におきましては、受注消化は順調に推移し、若干の増収となったものの、子会社の本社

移転に係る一時費用等の増加により利益は減少いたしました。

この結果、この事業の売上高は４億65百万円（前年同期比1.6％増）、営業損失37百万円（前年同期は６百万円の

営業利益）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

(資産)

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は230億16百万円（前連結会計年度末比15億44百万円減）となりまし

た。内訳は、流動資産141億22百万円（前連結会計年度末比16億97百万円減）、有形固定資産77億14百万円（前連

結会計年度末比87百万円増）、無形固定資産１億54百万円（前連結会計年度末比８百万円減）、投資その他の資産

10億25百万円（前連結会計年度末比73百万円増）でありました。資産の減少の主な要因は、営業債権が19億20

百万円減少しましたが、棚卸資産が３億54百万円増加したことなどによるものであります。

(負債)

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は128億72百万円（前連結会計年度末比11億99百万円減）となりまし

た。内訳は、流動負債が80億84百万円（前連結会計年度末比８億52百万円減）、固定負債が47億88百万円（前連結

会計年度末比３億46百万円減）でありました。負債の減少の主な要因は、借入金が５億83百万円、営業債務が４億

68百万円減少したことなどによるものであります。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は101億44百万円（前連結会計年度末比３億45百万円減）となりまし

た。純資産の減少の主な要因は、株主配当金の支払いにより利益剰余金が３億92百万円減少しましたが、親会社株

主に帰属する四半期純利益が10百万円、その他有価証券評価差額金が39百万円増加したことなどによるものであり

ます。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績予想につきましては、現時点では2026年５月15日に公表いたしました業績予想に変更はございません。

なお、業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,106,762 4,931,906

受取手形、売掛金及び契約資産 　　 5,504,126 　　 3,915,461

電子記録債権 　　 2,543,581 　　 2,212,102

商品及び製品 724,833 820,086

仕掛品 457,890 443,421

原材料及び貯蔵品 1,201,620 1,474,915

その他 318,477 358,191

貸倒引当金 △37,255 △33,350

流動資産合計 15,820,037 14,122,734

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,971,425 3,157,026

機械装置及び運搬具（純額） 1,034,049 985,384

工具、器具及び備品（純額） 96,590 108,270

土地 3,231,397 3,199,021

リース資産（純額） 237,802 221,022

建設仮勘定 55,233 43,604

有形固定資産合計 7,626,497 7,714,330

無形固定資産

のれん 1,136 －

その他 161,567 154,326

無形固定資産合計 162,703 154,326

投資その他の資産

投資有価証券 414,338 472,069

その他 593,251 608,463

貸倒引当金 △55,376 △55,145

投資その他の資産合計 952,213 1,025,387

固定資産合計 8,741,414 8,894,044

資産合計 24,561,452 23,016,779

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 4 -

㈱エスイー(3423)　2027年３月期　第１四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 　　 3,104,699 　　 1,475,310

電子記録債務 2,156,357 3,317,214

短期借入金 350,000 150,000

１年内返済予定の長期借入金 1,501,160 1,383,658

未払法人税等 252,633 90,456

賞与引当金 163,479 100,722

工事損失引当金 91,000 64,742

資産除去債務 48,260 48,260

その他 1,269,300 1,453,851

流動負債合計 8,936,891 8,084,215

固定負債

長期借入金 3,480,018 3,213,596

役員退職慰労引当金 665,777 663,942

退職給付に係る負債 417,921 420,610

資産除去債務 216,639 216,759

その他 354,437 273,252

固定負債合計 5,134,792 4,788,160

負債合計 14,071,683 12,872,376

純資産の部

株主資本

資本金 1,228,057 1,228,057

資本剰余金 1,026,676 1,026,676

利益剰余金 8,159,342 7,776,954

自己株式 △192,656 △192,656

株主資本合計 10,221,420 9,839,033

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 178,998 218,537

繰延ヘッジ損益 － 148

退職給付に係る調整累計額 57,695 54,703

その他の包括利益累計額合計 236,694 273,389

非支配株主持分 31,653 31,980

純資産合計 10,489,768 10,144,403

負債純資産合計 24,561,452 23,016,779
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

売上高 5,161,027 5,741,367

売上原価 3,747,460 4,174,714

売上総利益 1,413,566 1,566,653

販売費及び一般管理費 1,503,067 1,544,545

営業利益又は営業損失（△） △89,500 22,107

営業外収益

受取利息 39 209

受取配当金 5,629 7,797

受取手数料 516 741

受取家賃 2,424 2,124

為替差益 15,815 －

貸倒引当金戻入額 4,237 4,196

スクラップ売却益 8,542 14,050

その他 6,164 9,636

営業外収益合計 43,369 38,756

営業外費用

支払利息 14,361 18,111

売上割引 2,952 2,884

為替差損 － 5,649

寄付金 1,153 1,306

その他 398 0

営業外費用合計 18,865 27,952

経常利益又は経常損失（△） △64,995 32,911

特別利益

固定資産売却益 499 55,530

特別利益合計 499 55,530

特別損失

固定資産除却損 561 0

特別損失合計 561 0

税金等調整前四半期純利益又は

税金等調整前四半期純損失（△）
△65,056 88,442

法人税等 4,708 77,797

四半期純利益又は四半期純損失（△） △69,765 10,644

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,643 326

親会社株主に帰属する四半期純利益又は

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
△72,408 10,317

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △69,765 10,644

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 510 39,538

繰延ヘッジ損益 17 148

退職給付に係る調整額 △751 △2,991

その他の包括利益合計 △223 36,694

四半期包括利益 △69,988 47,339

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △72,631 47,012

非支配株主に係る四半期包括利益 2,643 326

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前四半期

純利益または税引前四半期純損失に法定実効税率を乗じた金額に、繰延税金資産の回収可能性を考慮しております。

前第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年６月30日）

減価償却費 176,784千円 174,948千円

のれんの償却額 1,136 1,136

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

建設用資機
材の製造・
販売事業

建築用資材
の製造・販
売事業

建設コンサ
ルタント事
業

補修・補強
工事業

売上高

一時点で移転される財 2,203,963 1,670,654 55,333 169,677 4,099,629 － 4,099,629

一定の期間にわたり移転

される財
－ 597,482 152,124 288,414 1,038,020 － 1,038,020

顧客との契約から生じる

収益
2,203,963 2,268,136 207,457 458,091 5,137,649 － 5,137,649

その他の収益 23,377 － － － 23,377 － 23,377

外部顧客への売上高 2,227,341 2,268,136 207,457 458,091 5,161,027 － 5,161,027

セグメント間の内部売上

高又は振替高
139,400 38 － － 139,439 △139,439 －

計 2,366,741 2,268,175 207,457 458,091 5,300,466 △139,439 5,161,027

セグメント利益又は

損失（△）
△41,081 136,794 24,824 6,550 127,089 △216,589 △89,500

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１.セグメント利益又は損失（△）の調整額△216,589千円には、セグメント間取引消去△31,339千円、のれん

償却額△1,136千円、各報告セグメントに配分していない全社費用△184,113千円が含まれております。全

社費用は、報告セグメントに帰属しない研究開発部門の人件費・経費であります。

２.セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

建設用資機
材の製造・
販売事業

建築用資材
の製造・販
売事業

建設コンサ
ルタント事
業

補修・補強
工事業

売上高

一時点で移転される財 2,355,982 1,573,291 131,687 142,749 4,203,710 － 4,203,710

一定の期間にわたり移転

される財
－ 1,095,181 89,470 322,498 1,507,150 － 1,507,150

顧客との契約から生じる

収益
2,355,982 2,668,472 221,157 465,248 5,710,861 － 5,710,861

その他の収益 30,506 － － － 30,506 － 30,506

外部顧客への売上高 2,386,488 2,668,472 221,157 465,248 5,741,367 － 5,741,367

セグメント間の内部売上

高又は振替高
171,127 － 1,500 － 172,627 △172,627 －

計 2,557,615 2,668,472 222,657 465,248 5,913,994 △172,627 5,741,367

セグメント利益又は

損失（△）
48,606 142,797 345 △37,140 154,608 △132,501 22,107

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2026年４月１日　至　2026年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１.セグメント利益又は損失（△）の調整額△132,501千円には、セグメント間取引消去△7,419千円、のれん

償却額△1,136千円、各報告セグメントに配分していない全社費用△123,945千円が含まれております。全

社費用は、報告セグメントに帰属しない研究開発部門の人件費・経費であります。

２.セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの区分方法の変更）

当第１四半期連結累計期間より、従来研究開発部門の人件費・経費として調整額に組み入れていた一部費用を建

設用資機材の製造・販売事業に区分変更しております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の区分に基づき作成しております。
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